
締め切り：８月20日（月） 

主催：第６回みたか市民活動・ＮＰＯフォーラム実行委員会、三鷹市 

【内容】＊前回（第５回）の例 

 

●市民活動団体の活動紹介冊子の配布 

●市民活動パネル展示 

 （活動内容の紹介や展示販売など） 

●市民活動団体の発表 

●交流会 

●イベント（無料年金相談、無料名刺づくり、絵本読

み聞かせや輪投げゲーム、お焼きやカフェ・パンの

販売など） 
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三鷹市市民協働センター 

三鷹市市民協働センターは市民活動を応援し、民学産公の協働によるまちづくりを推進する施設です。 

2007年８月号 （第35号） 

市民活動の祭典！第６回みたか市民活動・NPOフォーラム 

？ 

参加の方
法は２つ

 

①運営委員 
運営委員会議にご参加いただきます。 

例）ポスター・冊子デザイン・活動発表のアイディア・展示ブース

のデザインの検討・事務局委員（薄謝あり） など 
 

◆運営委員会議：８月23日（木）午後７時～９時 

市民協働センター ミーティングルーム 

②当日委員 
全体会議とフォーラム当日に参加していただく方法です。 

例）会場設営、受付、カメラやビデオ操作など当日の運営 
 

◆全体会議：９月20日（木）午後７時～９時 

市民協働センター 第２会議室 

本番 

第６回みたか市民活動・NPOフォーラム 
日時：平成19年11月17日（土）・18日（日） 

参加費：無料 

前回（第５回）の様子→ 

○お申し込み・お問い合せは→三鷹市市民協働センターへ 

出展・発表する団体（個人参加も可）は実行委員会に入っていただきます。 

   実行委員会の構成は２つに分かれています。 

NPO forum will be held on Nov 17th and 18th. We’ll be waiting for your entry. 
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参加者募集のお知らせ 参加者募集のお知らせ 
どんなことをするの？ 

みたか市
民活動・

ＮＰＯフ
ォーラム

 

ってなに
？ 

 市民活動団体の内容を発表し、お

互いの交流を深める場として毎年開催

する『市民活動の祭典』です。出展・発表

する参加者により実行委員をつくり、企画・

運営を行っています。 

前回は参加団体による展示

やイベントが行われ、41団

体・個人が出展、延べ250人

がイベントに参加しました。 



地域安全マップづくり を開催しました 

④ ③ 

② ① 

２ 

６月24日、三鷹市立第七小学校で、地域安全マップづくり「地域たんけん隊～地域安全マップをつくろ

う！！～」を開催しました。みたかまちづくりディスカッション2006（テーマ：子どもの安全安心）の参加者から

出された意見（「地域が協力して、地域安全マップをつくることが有効」）がきっかけとなり、開催しました。 

最後にみんなで発表です。緊張します・・・。 
模造紙に撮った写真を貼り付けます。なぜ危険だと思っ

たか、理由を書き加えます。 

「危険な場所は、あやしい人が“入りやすく”、まわりから

“見えにくい”ところ。」 

（杉並区自主パトロール隊ホークアイ田畑眞紀さん） 

まちづくりディスカッションについてのお問い合せ 
 三鷹市市民協働センターへ電話・Ｅメールにてどうぞ 

今年も開催します！ 
今年も10月20日（土）・21日（日）にまちづくりディスカッション（仮称）を
開催予定。 まちづくりディスカッション専用のホームページを作成中。 

地域安全マップづくりとは？ 
 
 

「どういう場所が危険か」「何かあったときにはどこに

助けを求めるか」などの視点で実際にまちを歩き、

マップを作成する。その過程において子どもたち自

身が危険な場所を見分け、犯罪にあわないようにす

る力を身につける取り組みとして注目されている。 

まちづくりディスカッション2006とは？ 
今まで市政に声を届ける機会の少なかった人にも参加し

てもらおうと、「無作為抽出」によって参加を呼びか

けた。去年８月、「子どもの安全安心」について２日

間にわたり話し合いを行った。参加人数52人。話し

合いの内容は報告書＊）にまとめられ、市へ提出。 
＊）当センターで閲覧可。（販売：１冊280円） 

「あそこに子ども避難所があったよ」と声を掛ける 

七小あそびバナナの四柳さん。 

Elementary school students made the safety map. 



（ブルーム） 

ありのままの“母親”を描くドキュメンタリー 
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賛同金を募集しています 
映画製作および上映への賛同金を募集しています。

個人は一口1,000円～、団体は一口3，000円～ 

 
ＮＰＯ

法人子
育てコ

ンビニ
 

映画作
成中！

 

本当の気持ちを知って欲しい 40人のお母さんの声 

人との出会いが夢を前進させた 
 塚田さんは地元山形で映画の上映の仕事をしてい

た事がある。「いつか自分も映画をつくってみたい」という

想いをもちつつ、結婚を機に三鷹へ。ＮＰＯ法人子育てコ

ンビニの小林さんと出会う。「子育てコンビニはお母さん

方の夢を実現する場。塚田さんは何かやってみたいこと

ありますか」と小林さんから聞かれ、映画製作の夢を伝え

た。小林さんは子育てコンビニのオフィスがある三鷹の三

立ＳＯＨＯで出会った、映画監督でビデオ制作会社「レイ

シェルスタジオ」の園田さんに映画製作についての相談

をした。 

 映画をつくりたいという塚田さんの夢と、夢を実現する場

である子育てコンビニ、そして小林さん、園田さんとの出

会いが、本格的な映画作成プロジェクトを実現させた。 

女性が子どもを授かるとこれまでの日常が一変する。会社

で働いていた女性は突然地域へと生活の場が移る。これ

までの常識も変わり、社会から取り残されたような疎外感を

感じる人も少なくない。一方、子育ての喜びや楽しさは語ら

れていても、苦しさや大変さは語ってはいけないことのよう

な気がして、罪の意識を感じる母親もいる。「メディアで流

れているような母親像だけではなく、女性が子育てを通し

て感じる幸せや喜び、不安や苦しみなどの葛藤を知って欲

しい」このプロジェクトの発起人である塚田さん自身も３歳の

子を育てるお母さん。きっかけはＮＰＯ法人子育てコンビニ

との出会いだった。 

母親の生の声を聞くため、三鷹市助産師会主催の親子が集

う会に赴き、アンケートやインタビューを行った。40人のお母

さんの声を撮った。多くの子育てコンビニのメンバーやレイ

シェルスタジオのスタッフ、会場を貸してくれた三鷹市社会

福祉会館、取材に協力してくれたお母さん方の協力があっ

た。塚田さんは「最初は映画を製作できることが楽しかった。

しかし、たくさんの人の協力を得ていくうちに、責任の重さも実

感するようになった」という。現時点ではインタビューを撮り終

え、１月の完成に向けて編集などを行っている。 

（左から）NPO法人子育てコンビニ小林さん（代表理事）、塚田さん 

ともに映画プロデューサー 

Bloom 

テ
レ
ビ
局
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る 

塚
田
さ
ん 

お問い合せ ＮＰＯ法人子育てコンビニ 

電話：0422-41-7021 

Ｅﾒｰﾙ：info2@kosodate.or.jp 

映画制作プロジェクトブログ 

http://plaza.rakuten.co.jp/eigapuro 

Mothers are making documentary movie which is titled “Bloom”. That’ll capture the change from woman to mother. 

現役子育て中のお母さんが、ドキュメンタリー映画を製作中！ 

女性が妊娠し出産し、母親になっていく姿をありのままを描き出す、ドキュメンタリー映画「Ｂｌｏｏｍ」  

〈完成披露試写会＆シンポジウム〉 
日時：2008年１月19日（土） 
場所：三鷹市芸術文化センター 星のホール 
 

＊詳細は下記の『映画製作プロジェクトブログ』に決まり次第 

掲載予定。 

『ふれあい上映会』を予定している。 

「映画を１時間にしたのは、語らいやシン

ポジウム、ふれあいを大切にしたかった

から」と塚田さん。それに加えて全国の

映画館でモーニングショー公開をめざし

ている。 

上映は、50人規模で月に１回、託児つきで講演会をした

り、地域の高齢者や学生などとのふれあいを盛り込んだ 

試写会後は多摩地区で 
   「ふれあい上映会」を予定 
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発行日：平成19 年８月１日 

発 行：三鷹市市民協働センター（三鷹市生活環境部コミュニティ文化室） 

〒181－0013 東京都三鷹市下連雀4－17－23 

TEL 0422－46－0048  FAX 0422－46－0148 

Eメール：kyoudou@collabo-mitaka.jp 

ホームページ：http://www.collabo-mitaka.jp 
開館時間：9:00am-9:30pm 

受付時間：9:00am-9:00pm 

休館日：火曜日（祝祭日は開館し、直近の平日を休館とします。） 

協働センター 

イベント・ 

セミナー情報 

Events. 

◆ドキュメンタリー映画「消えた鎮守の森」 
 上映会＆岩国市長のお話 （参加費：800円）  

３日（金） 午後６時30分～  

◇申し込み: 不要（直接会場へ） 

◇主催・問合せ:すぺーす・はちのこ（山田）0422-32-3081 

 

◆コーチング  ミニミニ講座 
          （参加費：500円）:月に１回開催 

４日（土） 午後２時～４時  

◇主催・講師: ジョイフル・コーチング・クラブ 代表立石功氏（当

センター登録団体） 

◇テーマ:「何でも話せる場のつくり方」 

◇申し込み: 不要（直接会場へ）  

◇問合せ:Ｅメール:joyfull.coaching.club@mbr.nifty.com 

 

◆ブック・カフェ（参加費無料） 

６日（月） 午前10時～17時 

神沢利子さんの本が勢ぞろい！お気軽にどうぞ。 

◇主催: 神沢利子展プロジェクト（当センター登録団体）  

◇申し込み: 不要（直接会場へ） 

◇問合せ: 神沢利子展プロジェクト実行委員会 

 Ｅメール：info@project-tk.net 

 

◆第７回キャラキッズ夏休みオープンイベント 
  みたかの森の「なかま」をつくろう！ 
                （参加費：500円）  

26日（日） 午後１時～４時30分（八幡神社前集合） 

◇対象：小学生 

◇主催: キャラクターワークショップ（当センター登録団体）  

◇申し込み: ＥメールかＴＥＬ/ＦＡＸにて①名前、②学年、③電話

番号、④保護者のお名前 をご記入ください。＊３日前までにお申し

込みを。初めて参加する方は必ず保護者（お父さん・お母さん）の承諾

が必要です。 

◇問合せ・申し込み:キャラクターワークショップ 

ＴＥＬ/ＦＡＸ：0422-77-9330（西岡）  

Eメール：character-workshop@y5.dion.ne.jp 

ホームページ：http://blogs.dion.ne.jp/charakids/ 

展示情報 
Exhibitions. 

１階「ビワ葉療法」展示 
さまざまな症状、病気に効用のあるビワ葉療法を展示、

実物を用いて紹介します。 

期間：８月16日（木）～31日（金） 

               ＊最終日は午後６時まで 

主催：和の会栄養部（「和の会」は当センター登録団体） 
 

２階「絵本で遊ぶ！布の絵本展」 
期間：８月末まで 

「てのひらの会」の皆さんの手づくりの布

絵本約20点を２階の広い展示ホールに

広げ、触って遊べるコーナーをつくりまし

た！対象はおおむね３歳まで。（無料、８

月末まで） 

 

コーチングワークショップ第４弾 
『こころの受けとめ方』入門を開催しました。 

【６月30日（土）、参加者：20人】 

主催：ジョイフル・コーチング・クラブ（JFCC）、三鷹市。 

 人の気持ちをあるがままに受け入れる方法を、ワークショップで

実践。参加者の声＝「聞き役の言葉によって癒される経験が印

象的だった」、「普段

は人の話を聞く（聞い

てもらう）機会の少な

さに気づきました。」

「初対面でも真剣に

関わればここまでここ

ろが通わせられるん

だと驚いた」など。 

「ゆったりブログ入門講座」を開催しました。 
【７月５・６日参加者：９人】 

ＮＰＯ法人子育てコンビニが開催（三鷹市共催）するブログ講座 

は操作のサポートをするアシスタントが７人の手厚い講座。 

参加者の声＝「考えていたより簡単！先生、アシスタントの方々

も教え方が上

手く、分かりや

すかった」、「親

切に教 え てい

た だ き よ く わ

かった」、「これ

で娘にばっちり

教えられます」

など。 

８月 

Aug. 

Editor’s note. 
編集後記：今回取材させていただいた子育てコンビニの塚田さんは、山

形で映画館の仕事をされていました。山形はアジアで初めてドキュメンタリー

の国際的な映画祭を開催した地域で、２年に一度の映画祭には世界中か

らドキュメンタリーが集まります。大型の映画館に負けずミニシアターが残り、

キラリと光る映画を発掘しては上映しています。このような、いわば映画文化

の先進地出身の塚田さんが三鷹に移り住み、映画作成の夢を実現する。そ

のことがまた三鷹の宝になるのだなぁと思います。完成は来年１月ごろを予

定しているとのこと。今から完成が楽しみです。（ま） 

＊市民活動団体等が協働センターで行うイベント情報 

Ｃｏａｃｈｉｎｇ ｗｏｒｋｓｈｏｐ ｐａｒｔ４ was held. 

Blog seminar was held. 


